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写真でふりかえる

十勝この１年
2020 年は新型コロナウイルスが猛威を振るい、

十勝農業も影響を受けた。

これまでとは異なる景色となったこの１年を、

十勝毎日新聞に掲載された記事

（20 年３月～ 21 年３月）から振り返る。

ＪＡひろおは、新型コロナウイルスの影響による職員の

運動不足解消と牛乳消費拡大を目的とした「ラジオ体操」

を続けている。（６月 22 日）

牛の着ぐるみ姿で体操
ＪＡひろおが牛乳消費ＰＲ1

作業者が隣り合う場所にビニールシートを張り、感染予

防を図るＪＡおとふけの選果場。働き手の健康を守るこ

とが、十勝から全国へ、食料の安定供給につながってい

る。（８月 14 日）

ウィズコロナの景色
「ＪＡおとふけ青果管理センター」2

十勝農協連は新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、

オンラインで会議ができるよう、帯広市内の農協連ビル

と管内 24ＪＡにテレビ会議用の機器を配備した。（９月

７日）

オンラインで会議を
農協連と各ＪＡにテレビ会議システム3

「帯広大正メークイン収穫感謝市」が９月 22 日に開かれ

た。コロナの感染予防のため、農産物の貯蔵施設内に会

場を設け、注文の受け付けと支払い、商品の引き渡しを

ドライブスルー形式で行った。（９月 22 日）

秋の味覚を車中から　大正メークイン
まつり代替販売　ＪＡ帯広大正4

道内で夏場の日射病・熱射病にかかる乳牛、肉牛の件数

が大きく減少している。極端な暑さが続いていないこと

に加え、牛舎内の暑さ対策が進んでいることが要因とみ

られている。（９月 26 日）

牛の熱射病、日射病大幅減
暑熱対策の進展で5

ＪＡ幕別町を代表機関とするスマート農業実証試験の共

同事業体は 10 月 14 日、町糠内のほ場で、国内初となる

農薬散布ドローン３機の編隊飛行を実演し、関係者に公

開した。（10 月 15 日）

国内初ドローン３機で農薬散布　幕別6

野上浩太郎農林水産相が 10 月 19 日午前、十勝を訪れ、

ＪＡ中札内村の枝豆工場やＪＡ帯広かわにしのナガイモ

の洗浄選別施設などを視察した。（写真は枝豆加工施設）

（10 月 19 日）

農相「十勝の輸出に先見性」
ナガイモ・枝豆工場視察7

新型コロナウイルスの感染拡大による規制で入国がずれ

込んでいた外国人技能実習生が、徐々に入国し始めてい

る。（12 月 14 日）

技能実習生　十勝にも徐々に入国
コロナで遅れも現場で奮闘8

畑ガイドツアーなどを手掛けるいただきますカンパニー

主催のオンラインファームツアーが、士幌町内の山岸牧

場で開かれた。モニターとして関係者約 20 人がビデオ

会議システム「Ｚｏｏｍ」で参加した。（12 月 23 日）

酪農現場をオンラインで案内
いただきますカンパニーがツアー試行9

ＪＡ十勝池田町とＪＡ十勝高島が３月１日付で合併し、

新ＪＡ「ＪＡ十勝池田町」が発足した。町内の田園ホー

ルで発足式が行われ、新役員・理事、来賓など 63 人が

新しい船出を祝った。（21 年３月１日）

十勝高島と合併　新ＪＡ十勝池田町が発足10

白銀のキャンパスに「10ｙ（年）311」。更別村で農業を

営む水口光浩さんは３月７日、東日本大震災の発生 10

年を受けたメッセージを、自身の広大な畑に融雪剤で描

いた。（21 年３月８日）

震災を胸に刻む「雪面のメッセージ」　更別11

1 3 4

5

2

6 7

8

9 10 11

※（　　　）は掲載日




